




小　　計

（３枚中の　第１枚）
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𝑚(𝐿 + 𝑑)ωଶsin𝜃 = ଵ଴௠௚ௗ௅ sin𝜃 𝑚𝑔 = ଵ଴௠௚ௗ௅ cos𝜃
1cos𝜃 ଵ଴௚

(ଵ଴ୡ୭ୱఏାଵ)௅
小球はばねからはなれた瞬間に，円軌道の接線方向に飛び出す。このとき，小
球の鉛直方向の下向きで床面上の点をBとする。また，接線方向で小球が床に
落下した点をCとする。小球は等速円運動をしていたから，初速を𝑣0とすると𝑣0 =rωであらわされる。
小球が点Cに到達する時間をt とすると，ℎはℎ = ଵଶ 𝑔𝑡ଶ となる。
∴ 𝑡 = ଶ௛௚

左図から BC = 𝑟𝜔𝑡，また，AB = 𝑟より，AC = AB2 + BC2
したがって，AC = 𝑟 1 + 𝜔𝑡 ଶ = 𝑟 1 + ଶ௛ఠమ௚
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